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２
６
日
に
は
党
県
連
合
定
例

の
街
頭
宣
伝
を
実
施
、

平
和
と

喜
ら
し
を
守
る
訴
え
が
続
く
。

コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
し
ば

ら
＜

見
送
っ
て
い
た
支
部
会
議
を
８

月
に
再
開
。

主
に
①
新
型

コ
ロ

ナ
問
題
②
党

「
合
流
問
題
」

の

２
点
を
主
に
議
論
し
た
。

感
染

防
止
に
気
を
配
り
な
が
ら
で
は

あ
つ
た
が
、

久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
せ
て
思
い
や
回
り
で
お
き

て
い
る
こ
と
を
交
流
か
ら
元
気

を
も
ら
い
、

自
粛
か
ら
は
得
ら

れ
な
い
こ
と
を
実
感
。

「
の
ど
に
違
和
感
が
あ
り
医
院

を
受
診
、

医
院
指
導

で

コ
ロ
ナ

相
談
窓

□
に
電
話

（
返
答
は
熱

や
症
状
、

濃
厚
接
触
な
ど
質
問

を
受
け
、

個
人

の
希
望

で
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
で
き
な
い
と
い
う
）
。

鞘穂紺郷郷寒懇郵総鞠鞘抑一　却舶車対一「ｈ小や穀『崎。

記
録
的
な
暑
さ
と

コ
ロ
ナ
感
　
ム
廻
ス
ト
ツ
プ

ー
を
訴
え
た
。

染
防
止
、

そ
れ
ぞ
れ

の
対
策
が

　

　

・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
‥

求
め
ら
れ
る
中
、

８
月
２２

日
夕
、
　

１
９
日
総
が
か
り
行
動
に
も
．

岡
山
駅
前

で
市
民
と
立
憲
野
党
　
蒸

し
暑
さ
と

コ
ロ
ナ
対
策

の
マ

の
合
同
宣
伝
を
行
な
い
４
０
余
　
ス
ク
が
重
な
る
中
、

市
民

・
団

名
が
手
づ
く
リ
プ

ラ
ス
タ
ー

を
　
体

・
政
党
が

マ
イ
ク
リ
レ
ー
。

掲
げ

て
参
加
し
た
。

街
頭
宣
伝
　
教
育
労
働
組
合
か
ら
は

「
労
働

に
は
市
民

・
政
党
か
ら
７
人
が
　
条
件
向
上
は
組
合

の
基
本
だ
が
、

マ
イ
ク
リ
レ
ー

で
訴
え
た
。

　

　

そ

の
前
に

『
教
え
子
を
再
び
戦

「
Ｇ

ｏ
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
よ
り
　
場
に
送
る
な
』

が
第

一
ス
ロ
ー

Ｇ

ｏ
Ｔ

ｏ
検
査

で
安
心
が
優
先
」
ガ

ン
」

に
な
っ
て
い
る
と
報
告
。

「
経
済
を
廻
す
と
い
う
が
、

検
　
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
、

改
憲

に
こ

査

で
安
ｂ
が
な
け
れ
ば

経
済
も
　
だ
わ
る
安
倍
首
相
を
批
判
し
た
。

宮 日 よ しお

"夢
と希望が持てる

社会を目指 して
"

新ししヽ総合計画が、市民が安bし て
暮らし続けられ、将来展望につな
がっているのか。議会がチェック、
意見や提言、市民の立場に立ったと
りくみを進めてしヽく決意です。
「後援会しおり」から

7豪雨災書の救援・復興
支援募金の御礼とご報告

県連合集約・計 98,535円

ご協力ありがとうございまし
た。社民党全国連合から日

本赤十字社を通じて豪雨

被災者の復興口支援に役
立たせていただきます。

党 県 連 含 活 動 日誌
8/2 立 憲民主党岡山 ・定期大会 (宮日

8/4 市 民と立憲野党打合せ (武本)
8/13～ 15 党 事務所盆閉所

8/22 市 民と立憲野党の意見交換会
′′   同  含 同宣伝 マ ツキヨ前

8/23 新 社会党岡山県本部大会 (野崎)

8/24 四 区支部宣伝カー街宣 (倉敷)
8/25 さ よなら原発実行委 (武本)
8/26 党 定例街宣 マ ツキヨ前

「
ユ
エ
オ
ン
で
介
護
関
係
者

の

積
極
的
検
査

の
申
入
れ
」

「
介

護
職
場
で
は

マ
ス
ク
配
布
が
週

２
枚
」

「
感
染
を
広
げ
な

い
の

が

一
番

の
経
済
対
策
」

に
な
る

こ
と
や
、

　
一
方

で
の
自
己
責
任

の
風
潮
が
お
か

し
い
こ
と
で
共

通
認
識
を
深
め
た
。

②

の
党

「
含
流
」

問
題
で
は
、

参
加
者

の
経
歴
か
ら
多
少

の
濃

淡
は
あ
っ
て
も
、

社
会
党
か
ら

社
民
党

へ
と
変
わ
っ
て
も
強

い

思
い
入
れ

（
党

へ
の
こ
だ
わ
り
、

形
は
ど
う
あ
れ
理
念

・
思
い
は

大
切
）

は
共
有
を
確
認
し
た
。

（
県
連
合

の
意
見
集
約
は
９
月

末
ま

で
、

御
意
見
を
県
連
合

へ
）

ふ
狩
串
肉

申
聴
鞠

抑
”
対
い
旨

お

ら
に
は
７
月
豪
雨
災
害

・
復
旧
と
、

か

つ
て
な
い
事
態
が
続

い
て
い
る
。

「
災
書
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」

と

い
う
が

「
５
０
年
に

一
度
」

の
異
常
が
晋
通
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る

▼
１
８
年
に
倉
敷

・
真
備
町

を
襲
っ
た
大
水
書
は
上
流

の
ダ

ム

放
流

の
問
題
と
な
っ
た

の
を
は
じ

め
、

愛
媛

の
肱
川
氾
濫
で
は

「
ダ

ム
が

で
き
る
前
は
洪
水
を
し
ら
な

か
っ
た
」

と
被
災
者
が
語
っ
た
人

災

の
指
摘
も
あ
る
。

ダ

ム
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
だ
け
で
な
く
自
然
と
ど

う
向
き
合
う
か
が
問
わ
れ
る

▼
新

型

コ
ロ
ナ
禍
を

「
見
え
な
い
戦
争
」

に
例
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、

効
率

化
を
優
先
し
た
保
健
所

・
人
員

の

削
減
や
公
的
病
院
名
指
し
の
統
廃

合
が
感
染
症
に
弱
い
社
会
に
し
て

き
た

こ
と
で
は
人
災

で
も
あ
る

▼

「
何
が

正
し
い
か
確
信
を
持

て
ぬ

ま
ま

一
丸
と
な
っ
て
突
き
進
ん
だ

７
５
年
前

の
光
景
が
重
な
る
」

西

日
本
新
聞
）
。

戦
没
者
追
悼

の
詩

に
、

「
戦
争

の
記
憶
が
遠
ざ
か
る

と
き
に
戦
争
が
ま
た
私
た
ち
に
近

づ
く
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
良

い
」

（
石
垣
り
ん
）

と
詠
む
。

（
の
）

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
Ｌ

読
者
会

９
月
８

日

（
第
２
火
）

１
８
時

弓
之
町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

９
月

２５
日

（
月
末
金
）

１
８
時

※

コ
ロ
ナ
状
況
で
予
定
変
更
あ
り

い
す
れ
も
岡
山
社
会
文
化
会
館

こ
葬
内

9月 20日 告示 ・9月 27日 投票

現 3期 目 ・59歳

稜言麗静誓

層讐畳轡辱畳唇逓雪黎畳魯岳畳富訟審

基
農
装
富
笑

ナ
禍

の
中
、

後
手
後

・
支
援
な
ど
国
民
生

続
け
、

国
民
か
ら
迫

任
だ
。

政
治

の
私
物

期
政
権

の
弊
書
は
明

「
戦
争
法
」

を
強
行
、

で
き
る
国
」

づ
く
り

９
条
改
憲

に
こ
だ
わ

。
　
一
方

で
、

社
会
保

カ
ツ
ト
な
ど
暮
ら
し

民
主
主
義
を
壊
す
暴

続
け
た
。

社
民
党
は

党
が
力
を
合
わ
せ
、

生
活
で
き
る
政
治

ヘ

全
力
で
取
り
組
む
。

キ臨時国会開催を !

きめ細かいコロナ対策。支援を

高梁市議選 宮田よしお氏推薦
9月20日告示、27日投開票
※紹介者カードをお願いします

9/26(土 )17:00～
市民と立憲野党の合同宣伝
※駅東マツキヨ前

9//19(日 )12:00為合カミかり
9/23(水 )18:00党 街宣
※駅東マツキヨ前


